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保全指導・監督室
静岡営繕事務所

○概要
静岡営繕事務所では、工事受注者１３社、工事監理業務受注者４社（総数２６名）を対象に工事安全連絡会議を開催しました。

この会議は、現場における安全確保や工事担当者の安全意識向上を図ることにより、労働災害の根絶を目的としています。
今年度は、静岡労働局から講師を招き「労働安全衛生規則改正：鉄骨切断機規制対象」等も含めた安全講話や各現場を代表して

「新築工事：藤枝法務」「解体：静岡県警構内整備」「耐震改修：清水港湾」の３受注者から各現場の安全への取り組みについて
紹介していただきました。また、「工事監理の立場から見た施工現場の安全対策」についてＯＳ設計よりご指摘いただきしました。

バラエティーに富み、かつ充実した内容となり、「建通新聞社」にも会議終了まで取材・聴講いだだけました。
○日時等

平成25年9月12日（木）14:30～16:30 静岡県教育会館（すんぷらーざ）中会議室

平成２５年度 静岡営繕事務所工事安全連絡会議 の開催
静岡営繕事務所

所長挨拶

○議題

【安全講話】静岡労働局 島田安全専門官

・「労働安全衛生規則改正」。H25年7月1日から、鉄骨切断

機も規制対象。

・車輌系建設機械の用途外使用による労働災害の多発

・第12次労働災害防止推進計画概要（４つの重点施策）

【各工事現場における安全への取り組み】

・耐震改修：清水港湾合同庁舎耐震改修工事（徳倉建設）

・解 体：静岡県警察学校構内整備工事（平井工業）

・新 築：静岡地方法務局藤枝出張所建築工事（名工建設）

【工事監理の立場から見た施工現場の安全対策について】

・OS設計 大畑（監理業務：静岡県警察学校構内整備工事等）

【平成25年度事故防止のための重点対策及び事故事例】

【地下埋設物・躯体埋込配管等の事故防止マニュアル
（営繕版）】

静岡労働局による安全講話

聴講状況 事故防止マニュアル説明


